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「
き
ょ
う
は
Ｒ
Ｃ
Ａ
で
い
き
ま
す
」

「
ア
ト
リ
エ 

Ｊ
ｅ
︱

Ｔ
ｅ
ｅ
」
の
店
主
、
岡

田
圭
司
さ
ん
は
本
日
も
颯
爽
と
発
表
し
た
。

　

Ｒ
Ｃ
Ａ
と
い
わ
れ
て
、
は
た
と
思
い
つ
く
の

は
ソ
ニ
ー
・
ロ
リ
ン
ズ
の
『
橋
』
だ
。
Ｒ
Ｃ
Ａ

時
代
の
ロ
リ
ン
ズ
は
ぱ
っ
と
し
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
だ
け
は
、
目
を
か
け
て
愛
聴
し
て
い
る
。

「
Ｒ
Ｃ
Ａ
は
そ
の
名
の
通
り
Ｒ
Ｃ
Ａ
端
子
の
規

格
を
作
っ
た
巨
大
企
業
な
ん
で
す
ね
」

　

知
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
す
ご
い
。
と
ん
ち

ん
か
ん
な
連
想
は
こ
こ
で
姿
を
消
し
、
機
器
へ

の
絶
大
な
信
頼
感
が
深
ま
っ
た
。
真
空
管
の
真

っ
赤
な
ロ
ゴ
が
、
往
時
の
グ
レ
ー
ト
な
ア
メ
リ

カ
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
。

　

す
で
に
設
置
し
て
い
る
ス
ピ
ー
カ
ー
、
Ｌ
Ｃ

︱

１
シ
ス
テ
ム
も
グ
レ
ー
ト
感
が
み
な
ぎ
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
と
呼
ば

れ
る
造
形
な
の
だ
ろ
う
か
。
時
は
50
年
代
、
こ

っ
て
り
甘
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
１
ダ
ー
ス
も

仕
込
ん
だ
冷
蔵
庫
の
よ
う
だ
。
岡
田
さ
ん
は
フ

ロ
リ
ダ
の
富
豪
か
ら
よ
う
や
く
入
手
で
き
た
と

い
う
。

　

こ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
、
や
は
り
Ｒ
Ｃ

Ａ
の
真
空
管
ア
ン
プ
２
台
を
聴
き
比
べ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ど
ち
ら
も
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
・

モ
デ
ル
で
あ
る
。
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
機
を
こ
こ

で
ご
っ
ち
ゃ
に
出
す
の
は
拙
速
か
つ
も
っ
た
い

な
い
の
で
、
そ
れ
ら
は
次
回
に
ま
わ
す
こ
と
に

し
た
。

　

先
攻
が
Ｍ
Ｉ
︱

１
２
１
８
８
。
出
力
が
70
Ｗ

も
あ
る
シ
ア
タ
ー
用
の
ア
ン
プ
で
あ
る
。
持
参

し
た
ア
ン
・
バ
ー
ト
ン
の
『
ヒ
ー
ズ
・
フ
ァ
ニ

ー
・
ザ
ッ
ト
・
ウ
ェ
イ
』
を
か
け
て
も
ら
う
。

こ
の
ボ
ー
カ
ル
が
も
の
の
見
事
に
重
厚
で
し
な

や
か
。
話
が
で
き
す
ぎ
の
よ
う
だ
が
、
映
画
館

の
セ
リ
フ
の
よ
う
な
安
定
感
が
あ
る
。
あ
の
映

画
館
な
ら
で
は
の
、
た
っ
ぷ
り
と
し
た
ト
ー
ン

が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
出
て
く
る
。
あ
っ
た
か

い
布
団
に
く
る
ま
っ
た
よ
う
な
安
堵
感
で
い
っ

ぱ
い
に
な
る
。

　

後
攻
の
ア
ン
プ
は
Ｂ
Ａ
︱

１
４
Ａ
。
Ｌ
Ｃ
︱

１
Ａ
の
生
み
の
親
オ
ル
ソ
ン
博
士
が
、
せ
っ
か

く
だ
か
ら
ス
ピ
ー
カ
ー
に
マ
ッ
チ
し
た
ア
ン
プ

を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
開
発
し
た
。
こ
ち
ら

の
出
力
は
、
シ
ア
タ
ー
用
の
５
分
の
１
以
下
し

か
な
い
。
だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
こ
の
数
字
は

ま
る
で
関
係
な
か
っ
た
。も
っ
と
優
等
生
的
で
、

細
か
い
音
を
拾
う
。
採
寸
ま
で
し
た
特
注
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
手
袋
の
よ
う
に
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
っ

く
り
マ
ッ
チ
し
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
な
ら
ば

Ｍ
Ｉ
︱

１
２
１
８
８
は
、
じ
っ
く
り
使
い
込
ん

だ
野
球
の
ミ
ッ
ト
か
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
、
さ
ら
に
ロ
ッ

ク
で
は
イ
ー
グ
ル
ス
ま
で
も
か
け
た
が
、
あ
ら

ま
し
そ
の
印
象
は
変
わ
ら
な
い
。
両
機
に
共
通

し
て
い
る
の
は
、
音
が
冴
え
て
い
る
の
に
ま
る

で
聴
き
疲
れ
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
。
ひ
ね
も

す
聴
い
て
い
た
い
。
編
集
者
が
窓
際
の
日
だ
ま

り
で
、
し
ば
ら
く
ま
ぶ
た
を
閉
じ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
ま
ぶ
し
い
の
か
、
そ
う
で
な
い
の

か
。
こ
っ
ち
は
気
持
ち
よ
く
な
っ
て
う
つ
ら
う

つ
ら
し
て
き
た
。

　

細
事
に
ぴ
り
ぴ
り
こ
だ
わ
る
オ
ー
デ
ィ
オ
も

い
い
け
れ
ど
、
ど
っ
ぷ
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
の

も
あ
り
だ
よ
と
上
質
な
Ｒ
Ｃ
Ａ
サ
ウ
ン
ド
が
諭

し
て
く
れ
た
。
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ラ
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る
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Retro-Future
古くて新しい  もうひとつのビンテージオーディオ

ビンテージといえば、アルテックやタンノイ、ＪＢＬ、マッキントッシュ等が
誌面に取り上げられる機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を
並べる他の多くのブランドがあったことを知る人は少ないだろう。
東京、目黒にあるビンテージショップ「アトリエＪｅ-ｔｅｅ」では、
音質はもちろん、デザインにもこだわった「もうひとつのビンテージ」を
数多く紹介している。本企画では、同店で販売されている
製品を中心に、毎号テーマとなるブランドを取り上げている。

RCA vol.1第5回

RCAのフルネームはRadio�Corporation�of�Americaで
ニューヨークを本拠地としていた会社。有名なWestern�
Electoric�などと同じように1920年代頃からシアターサウンド
を中心とした音響開発に携わり、西のWestern�Electric、
東のRCAでその後に勢力を全米で争っていた時期もあったよ
うだ。主にWestern�Electricはシアターサウンドに力を注い
でいたが、RCAはLPレコードが開発された1948年代頃から、
ラジオ局を中心とした放送分野、レコードメーカーとしての分
野にも積極的に進出するようになる。そしてその当初から開
発に電機音響工学博士のハリー・オルソン氏が携わってい
たことも有名で、多くの功績を残している。また、現在でも
よく使われているRCAピンジャックやRCAマイクなどは同社が
開発した機材で、そのまま呼び名になっている。

LC-1
扌このユニットはオルソン博士が38cm口径の同軸2ウェイユニット
の1号機として開発したもの。ウーファーもトゥイーターも磁気回路が
別々の同じコーンタイプのユニットで構成されていることで、音のつな
がりが同じ紙素材のため、違和感なく、まるでシングルコーンのような
鳴り方をするのが特徴。強力な磁気回路で固く厚みのあるコーン紙
のウーファーと、極めて薄い紙のコーントゥイーターからは、とてもナチュ
ラルでレンジの広いダイナミックな再生音が繰り出される。特にウー
ファーの完成度が高く、最近の録音ソースの低音再生にも十分反応
してくれる。とても、60年以上前に開発されたユニットとは思えない
ほどだ。市場価格は40～ 45万円/ペア

BA-14A
扌オルソン博士がLC-1A�Systemのモニターアンプとして開発し
たパワーアンプ。出力管にはRCAが最初に開発したといわれて
いるメタル管の6L6（1622）が2本使われ、出力が12Wで音質を
重視したA級動作で設計されている。小出力ながら力のあるアン
プで、モニターアンプらしい繊細で中域の情報量に富んだ特性と
なっている。このアンプの後面には左右8個の平行ピンが出て
おり、本来は縦型の大きなラックにビルトインされて設置されていた。
また、このモデルの初期型でBA-4Cという型番のアンプがあり、
同じ12W出力で回路設計も使われている真空管もほぼ同じ仕様
となっている。2台のアンプの音質の差はほとんどないが、若干
後期型になるBA-14Aの方がワイドレンジな特性になっているよう
だ。市場価格は45～ 55万円/ペア

LC-1A
➡こちらは改良型でよりワイドレンジな特性になっている。初期型
と基本的な構造、素材は同じだが、ウーファーのエッジが動きやす
い布製になり、イコライザーの役目をかねた楕円の山が7個装着
されている。また指向性の改善のためにトゥイーターの中心に金
属製の羽が追加された。初期型との再生音での大きな違いは
低域の量感がより豊かになったことで、この1AタイプからLC-1�
Systemよりひと回り小さい家具調のデザインの箱のシステムが
何種類か追加されるようになり、当時のハイエンドユーザーの家
庭などにも導入されていったようだ。市場価格は40～ 50万円/
ペア

MI-12188
➡1930～ 40年代はRCAとWestern�Electric社との間で映画館
機材の設置で盛んに勢力争いが行われていた。その1940年代の
初め頃に開発されたシアターアンプ。出力管には6L6とほぼ同規格
でトッププレートタイプの807が4本使われており、70W出力となって
いる。数あるRCAのシアターアンプの中でも群を抜いてトルクの強力
なパワーアンプで、東海岸のメーカーらしく滑らかで音場感に富み、そ
して明快で分厚いサウンドは西海岸のメーカーにはない魅力を持って
いる。RCAの機器はこの型番の頭にMIという型式が付くものはすべ
て、プロフェショナルユースのモデルとなっていて、先述のスピーカー
ユニットLC-1はMI-11411、LC-1AはMI-11411-� A、BA-14Aは�
MI-11234、BA-4CはMI-11223という業務型番を持ち、一般機器
とはラインが分けられていた。市場価格は35～ 45万円/ペア

LC-1 System
1946年に発表されたLC-1を搭載し
たスピーカーシステムで、初期型と後
期型があり、後期型には改良型の
LC-1Aが搭載されている。当時流
行っていたアールデコ調と近未来的
なデザインがマッチした奇抜な外観が
目を引く。1947年頃、ボストン交響
楽団の生演奏とLC-1システムを12
台使って再生した音の差をブラインド
試聴テストしたとき、その場のほとんど
の方がいつ生演奏と録音を切り替え
たか気がつかなかったことで有名に
なったようだ。主に録音スタジオや、
ラジオステーション、�小ホールなどで
使われていた。日本でもNHKなど多
くの放送局のスタジオにも投入されて
いたようだ。
市場価格は80～ 95万円/ペア


